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川鍋さく 
 

no title 

 
いちばんきれいな花を 見せてあげようか 

 

 

そんな声を聴いた気がして 

瞼を閉じると 

私の頭はどんどん眠たくなって 

瞼を開けようとしても 

もう開かない 

 

頭の中にはぼんやりと 

白い池が浮かんで 

池の水の中から 

声がする 

 

いちばんきれいな花を 見せてあげようか 

 

池の水に両手を浸けると 

その水は 

とても柔らかで少し重たくて 

どんな白よりも尊い白に思えて 

どうしてか 

とたんに悲しさと喉の渇きがこみ上げて 

思わず瞼を開いた 

 

私はすぐに 

机の上の果物篭に積まれた蜜柑に手を伸ばし 

ひとつずつ 

黙々と皮を剥いては身をばらし 

身の中に種が入っていないか探した 



 

 

 

 

 

＊＊ 川鍋の独り言 ＊＊ 

2024 年が始まりました。年明け早々、ショッキングな出来事がたくさん起こり、穏や

かなお正月を過ごせなった方も多いかと思います。今もなお、不安や悲しみ、心身の

痛みと共に一日一日を過ごしている方々もたくさんいらっしゃるでしょう。 

全ての人に、少しでも心が和らぐ瞬間ができるだけ多くあるよう、切に祈ります。 

 

今年もよろしくお願いいたします。 


